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平成1 9年第３回定例会（９月定例会）が９
月６日から1 9日までの1 4日間の日程で開かれ
ました。

議案について、町長提出分では人事案件１件、
決算認定1 2件（３常任委員会において所管部分を
付託審査）、一般会計、特別会計の補正予算、都合
７件と条例の一部改正２件、動産の買い入れ１件、

工事請負変更契約１件を原案通り可決しました。
また、議員等の提出分関係では、意見書１件、

議員定数削減の条例改正１件を原案通り可決
し、継続審議中の請願、陳情各１件については、
引き続き継続審査とすることといたしました。

一般質問には６名が登壇し、防災訓練をはじ
め９つの大項目について質問をいたしました。

平成18年度の決算を認定。
一般会計補正予算（歳入歳出それぞれ）11億億77,,558855万万円円をを追追加加しし

総総額額115599億億77,,001122万万99千千円円ととすするる。。
議員定数を６人削減し、20人とする。

９月定例会

今回の主な内容

●９月定例会 ………………1～05 P
●委員会報告 ………………6～08 P
●一 般 質 問　6名…………9～1 1 P
●そ　の　他 ……………………1 2 P

秋
祭
り
（
浮
島
）

完成間近の周防大島町環境センター（大泊）
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９月1 9日の本会議において、各委員長より報告を受けて、一般会計・各特別会計・公営企業

局会計の審議・採決を行い、それぞれ原案の通り可決した。

財政力指標(単年度) 1 8 . 1％
実 質 収 支 比 率 02 . 2％
経 常 収 支 比 率 9 8 . 8％
公 債 費 比 率 1 8 . 1％

起 債 制 限 比 率 1 5 . 6％
公債費負担比率 2 5 . 3％
実質公債費比率 2 1 . 2％(３ケ年平均)

（特別会計を含む） 2 2 . 2％(単年度)

一 般 会 計 歳　　入 158億2,384万1千円
歳　　出 156億6,260万7千円

（翌年度に繰り越すべき財源2,260万2千円）

実質収支額 161億9,863万2千円の黒字

❋H 1 8年度の各財政分析指標 ❋
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Ｈ1 8 .５末
現在高

増 減 高
Ｈ1 9 .５末

現在高

財 政 調 整 基 金 1 1億2 , 3 0 0万2 1億 1 2億2 , 3 0 0万2

減 債 基 金 2億4 , 2 1 0万0 ▲4 , 5 2 6万6 1億9 , 6 8 3万4

県収入証紙購入基金 3 0 0万0 0 3 0 0万0

奨学資金貸付基金 4 , 2 2 0万3 6万4 4 , 2 2 6万7

福 祉 振 興 基 金 3億2 , 6 9 2万8 4 1万6 3億2 , 7 3 4万4

国民健康保険基金 5 , 1 2 6万1 1 2万9 5 , 1 3 9万0

介護給付費準備基金 1億6 8万9 1 7 1万4 1億2 4 0万3

ふるさと創生基金 6 , 6 8 3万4 2 1万3 6 , 7 0 4万7

土 地 開 発 基 金

（土地）

（現金）

合　計

1 , 5 2 9万5

8 , 4 7 3万2

1億2万7

▲7 9 6万5

▲8 0 7万3

1 0万8

7 3 3万0

9 , 2 8 0万5

1億1 3万5

中山間ふるさと
水と土保全基金

3 , 1 1 3万1 0 3 , 1 1 3万1

臨時財政対策債：地方一般財源の不足に対処するため、投資的経費以外にも充
てられる地方財政法。第５条の特例として発行される地方債。

普 通 交 付 税 特 別 交 付 税 臨 時 財 政 対 策 債

年度 決定額（千円） 対前年度額（千円）対前年
度比％ 決定額（千円） 対前年度額（千円） 対前年

度比％ 決定額（千円） 対前年度額（千円）対前年
度比％

1 5 7 4億8 , 7 3 9万8 1 0億5 , 7 1 4万9 9億6 , 8 7 0万

1 6 7 2億8 , 1 3 5万7 ▲2億6 0 4万1 ▲2 . 8 1 2億7 , 4 1 2万 2億1 , 6 9 7万1 2 0 . 5 6億8 , 9 7 0万 ▲2億7 , 9 0 0万 ▲2 8 . 8

1 7 7 3億2 , 0 2 2万8 3 , 8 8 7万1 0 . 5 1 0億2 , 4 6 2万6 ▲2億4 , 9 4 9万4 ▲1 9 . 6 5億3 , 3 4 0万 ▲1億5 , 6 3 0万 ▲2 2 . 7

1 8 7 1億4 , 2 7 5万9 ▲1億7 , 7 4 6万9 ▲2 . 4 9億7 , 3 6 3万3 ▲5 , 0 9 9万3 ▲5 . 0 4億6 , 7 3 0万 ▲6 , 6 1 0万 ▲1 2 . 4

対15年度対比 ▲3億4 , 4 6 3万9 ▲4 . 6 対15年度対比 ▲8 , 3 5 1万6 ▲7 . 9 対15年度対比 ▲5億1 4 0万 ▲5 1 . 8

会 計 名
歳　　　　　入 歳　　　　　出

決 算 額（千円） 対前年増減率％ 決 算 額（千円） 対前年増減率％ 収支差引残額（千円）

国 保 3 3億8 , 0 9 2万1 7 . 9 3 2億8 , 0 2 2万0 5 . 8 1億8 07 0万1

老 人 保 健 4 9億8 ,6 1 2万0 ▲4 . 8 4 7億9 , 7 0 8万8 ▲6 . 6 1億8 ,9 0 3万2

介 護 保 険 2 7億8 , 4 3 2万9 2 . 7 2 6億9 , 9 7 4万5 2 . 1 8 , 4 5 8万4

訪 問 看 護 2 , 6 4 2万4 ▲4 . 7 2 , 6 4 2万4 ▲4 . 7 0

簡 易 水 道 1 0億8 , 7 5 3万3 4 . 2 1 0億8 , 7 5 3万3 4 . 2 0

公 共 下 水 道 4億8 , 3 9 8万3 ▲1 2 . 3 4億7 , 7 8 2万1 ▲9 . 3 6 1 6万2

農 業 集 落 排 水 7億1 , 3 8 8万6 ▲5 1 . 2 7億1 , 3 3 5万5 ▲5 0 . 6 5 3万1

漁 業 集 落 排 水 4 , 4 4 3万9 5 . 7 4 , 4 4 3万9 5 . 7 0

渡 船 8 , 3 0 7万0 3 . 3 8 , 3 0 7万0 3 . 3 0

交 通 災 害 8 1 5万6 ▲1 8 . 7 8 1 5万6 ▲9 . 6 0

計 1 3 5億1 , 8 8 6万1 ▲4 . 9 1 3 2億1 , 7 8 5万1 ▲6 . 0 3億8 ,1 0 1万0

税制改革により増加した町税を
除き、前年度対比減の歳入決算と
なり、歳出面でも非常に厳しい運

営となっている。ただ、当初予算での財政調整基金の取り崩
しを約３億円減額するなど、財政健全化へ向けての方向へ向

かっているのも確かである。交付税額の要因の一つに人口が
あるが、対平成1 5年比でみると、約1 , 6 0 0人の減（０～1 9
歳：3 9 4人減、2 0～3 9歳：2 3 7人減、4 0～5 9歳：5 0 1人減、
6 0～7 9歳：8 6 3人減、8 0歳以上：3 8 8人増）となっている。
今何が求められているのか、しっかりと見据えたい。
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【審査の結果】
審査に付された一般会計、特別会計及び公営企業会

計の歳入歳出決算書などは、いずれも関係法令に準拠

して作成されており、決算計数は正確であり、執行は

概ね適正なものと認められた。

【決 算 総 評】
行政サービスの向上に、不断の努力を！

平成1 8年度の財政分析指標は、昨年に比べ改善され

つつあるものの、依然高い数値を示しており、非常に

厳しい財政状況となっている。

一般会計及び特別会計では、このような状況に対処

するために、歳入面においては、自主財源確保のため

町税、使用料の滞納者に不公平さを訴え町民の意識改

革を行い、今後とも収納体制の点検や債権管理の徹底

を図るなど未収金の回収に一層努力されたい。また、

町有財産の整理見直しをし、収入の確保に努められた

い。一方歳出面では、委託料の見直し等経常的な経費

の縮減、補助金の必要性・効果等の精査及び財政効果

につながる公の施設の指定管理者への移行の推進を図

られたい。

合併後２年と数ヶ月経過しますが、旧町からの引き

継ぎの大型事業も大半が完了する中で、これからの財

政運営については経営感覚がより必要になることから、

危機意識と改革意欲を持って、町民の理解と協力を得

ながら、行政サービスや受益者負担のあり方を見直す

ことで、持続可能な財政構造への取組みや徹底した行

財政改革を行い、将来の公債費負担に十分配慮した上

で事業の優先順位を決定することにより、将来にわた

っての健全な財政運営を図り、総合計画の基本構想に

掲げている「元気・にこにこ・安心で2 1世紀にはばた

く先進の島」の実現に向け、不断の努力を望むもので

あります。

公営企業会計（病院事業）においては、診療報酬改

正等の医療費抑制策に伴い、へき地において医療や介

護を提供することは大変厳しい状況ではあるが、経営

の効率化に励み、赤字の改善を図られたい。

【総　括】
総収入が4 0億5 , 1 0 2万3 , 3 2 2円（前年度比9 3 . 3％）、

総費用が4 1億1 , 1 2 1万3 , 7 7 4円（前年度比9 7 . 5％）で、

6 , 3 1 9万4 5 2円（前年度比5 1 . 4％）の損失を生じた。

建設改良については、大島病院新築工事（H 1 8～

H 2 1）、さざなみ苑の3 0床増床工事（H 1 7～H 1 8）を行

い、また医療機器を購入した。

代表監査委員　末 満 良 勇

総 収 益（千円） 総 費 用（千円）

東 和 病 院 1 5億1 ,7 2 1万0 1 5億3 , 5 1 0万8
東和病院では、1 3 1病床

に対し、8 8 . 3％の利用率で
0 . 0 5％の増。外来は、年間
6 4 , 3 9 0人で、1 0 , 2 7 9人の増。

橘病院では、3 6病床に対
し、 9 4 . 9 5％の利用率で
1 . 0 9％の減。外来は、年間
4 0 , 5 5 0人で、3 , 4 7 3人の増。

大島病院では、9 9病床に
対し、7 2 . 2 3％の利用率で
1 2 . 3 5％の減。外来は、年間
3 7 , 6 7 1人で、4 , 8 8 8人の増。

やすらぎ苑では、入所定
員5 0人に対し、利用率は
9 7 . 7 2％で、0 . 7 6％の減。

さざなみ苑では、入所定
員8 0人に対し、利用率は、
7 6 . 5 6％で2 0 . 5 6％の減。

看護学校では、定員1 0 5
人に対し、学生数は1 1 7人。
昨年度は卒業生は3 9人（就
職3 7人(東和３人・橘１人)・
進学１人・その他１人）

橘 病 院 6億1 , 6 4 8万7 6億3 , 2 4 1万3

大 島 病 院 9億7 , 9 8 9万5 9億6 , 4 2 5万4

や す ら ぎ 苑 2億1 , 5 6 1万5 2億2 , 9 5 5万1

さ ざ な み 苑 2億6 , 4 0 5万2 2億7 , 9 1 8万8

看 護 学 校 2億4 , 2 9 6万2 2億1 ,3 8 5万8

健康管 理センター（ 東和） 3 2 0万8 1 , 3 5 3万0

健 康 管 理 セ ン タ ー （ 橘 ） 4 0 5万2 1 , 2 9 1万1

健 康 管 理 室 （ 大 島 ） 1 , 2 5 8万6 1 , 6 1 3万2

訪問看護ステーション（たちばな） 2 , 3 3 9万7 1 , 9 8 9万9

居宅介護支援事業所（とうわ） 8 9 4万2 6 6 4万5

居宅介護支援事業所（おおしま） 6 6 7万1 6 7 6万

居宅介護支援事業所（やすらぎ） 4 7 7万7 5 4 7万1

検 診 事 業 9 6 2万6 2 , 0 0 0万7

総 務 部 1億4 , 5 2 9万1 1億5 , 7 2 5万0

計 4 0億5 , 1 0 2万3 4 1億1 , 1 2 1万4

居宅介護支援事業所（たちばな） 6 2 5万2 8 2 3万7
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９月定例議会にて、議員定数６名削減の定数2 0名

の条例改正が可決した。

経過としてはまず、平成1 7年1 2月議長から議会

運営委員会に対し、議員定数の調査・研究の諮問が

あった。その後約２年間を費やして状況を調査（全

国・県内及び近隣市町村との比較検討）し、本年６

月2 2日議長に対し削減すべきとの方針を答申した。

これを受けて９月1 8日、議員全員協議会が開かれ

まずは削減することの確認がされた。削減後の定数

については1 8名、2 0名及び2 2名の３案が大勢を占

めたが、十分な議論が尽くされておらず時期尚早で

はないか、或いは現状維持で良いとの意見もあり、

最終的に無記名投票により定員2 0名が採択された。

翌日の本会議では、賛成討論２名、反対討論１名の

後、賛成多数をもって可決した。

議員定数の何れが適正数値であるかは、これとい

った確固たる根拠を示すことが難しい。しかしなが

ら現下の本町を取り巻く諸情勢、とりわけ厳しい財

政事情等を考慮し、町民の皆様から付託を受けた

我々町議会議員としても、このような現状を重く受

け止め、議員自らが目に見える形で姿勢を示すべき

であるとの思いです。

議員定数改正、次回から2 0名！！

�平平 成成 11 99年年 度度 補補 正正 予予 算算 案案 可可 決決 ！！
下表の通り、７件の補正案と２件の債務負担行為を可決した。

※①分担金・他会計繰入により2 0万円の歳入、町債2 0万円を減額（地方債変更。）

�条条 例例 改改 正正
２件の条例一部改正を可決し、1 2月１日より施行される。

①循環型社会形成推進事業最終処分場（周防大島町環境センター）完成に伴う、一般廃棄物処理施設の設置

等に関する条例の一部改正。情島衛生センター（伊保田）、周防大島町環境センター（大泊）及び周防大

島町かわら処分場の３施設が新規に設置される。

②周防大島町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正。資源物の所有権及び手数料の改正等。

�動動 産産 のの 購購 入入
作業用トラック３車両の購入を可決した。

�契契 約約 関関 係係
1 2ページに記載

�議議 員員 発発 議議
２件の発議がなされ、可決した。

①道路整備財源確保の意見書提出 発議者　建設環境常任委員長 中 本 博 明

賛成者　田中隆太郎 議員、田 村 三 郎 議員

②議員定数削減の条例改正 発議者　議会運営委員長 荒 川 政 義

賛成者　伊 藤 秀 行、魚 原 満 晴、中 本 博 明

各常任委員長

そ の他 の議案

会 　 計 補 正 額 補 正 後 の 総 額

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
渡 船 事 業 特 別 会 計

1億7 , 5 8 5万0千円
1億7 ,1 1 9万0千円

8 , 3 8 8万4千円
1 , 5 2 2万5千円

5 4万6千円
※①　　　　　0千円

3 8万7千円

1 5 9億7 , 0 1 2万9千円
3 7億7 ,3 8 8万3千円
3 0億4 , 1 7 2万0千円
1 0億7 ,3 2 3万7千円
5億3 , 6 0 0万3千円
4億4 , 3 6 4万2千円

7 , 7 7 2万7千円

債 務 負 担 行 為（学校給食センター調理等業務委託） 2件
東 和 地 区　平成20年度から22年度まで 3,042万円
橘 地 区　　　　　　 〃 2,835万円
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務文教常任委員会報告

９月1 0日、委員８

名の出席のもと、議

案の本委員会所管事

項全般にわたり、執

行部から説明を求め、

質疑を行い、十分な

る審議の結果、全員

賛成で認定すべきも

のと決定した。

教育使用料と施設維持経費に関し、体育施

設特に陸上競技場について、収入に対して、

支出が大きすぎるのでは、との問いに対して、

費用対効果で考えると指摘のとおりと思う

が、スポーツの振興という観点から低料金で

設定しており、社会教育施設としての目的を

考えると使用料を多く取るのは難しいのが実

情である。指定管理も一方法であるが、収入

が少ない施設では困難であると思うとの回答

であった。

新しい東和庁舎が、かなり狭い感じがする。

座る場所がなく、苦情を耳にする。限られた

スペースで難しいと思うが、椅子を増やすと

か改善できないかとの問に、当初の設計の段

階で2 0人程度の予定で、事務スペースの面

積を割り出したが、備品等が予想以上に多く、

ロビーが３人のスペースしかない状況なの

で、町民にご迷惑をかけていますので、現場

と話し合って、最善策を見出していきたいと

の回答であった。

実質公債費比率が平成2 4年度に1 8％を切

ると言うことであるが、財政計画には、合併

時の大型プロジェクト（学校・病院等）を含

めているのか、との問に、計画には大規模事

業（防災行政無線・大島病院・東和中学校改

築）及び継続事業を含めての数字であるとの

回答であった。

工事入札に関しての説明の中で、1 8年６

月に郵便入札制度を導入したが、土木一式工

事5 2件の落札率の平均が8 7 . 7 3％であり、対

前年に比して7 . 2ポイント下がっているとの

説明があった。その他、選挙費関係、消防費

関係についても質疑がありました。

契 約 監 理 課 関 係

財 政 課 関 係

総 務 課 関 係

教 育 委 員 会 関 係

総
狭 い 東 和 庁 舎 に 最 善 策 を ！

委員長

伊 藤 秀 行

▲陸上競技場

▲東和庁舎受付け
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生常任委員会報告民

委員全員出席のも

と、十分なる審議の

結果認定すべきもの

と決定した。主な質

疑、応答は以下のと

おり。

保育料の滞納につ

いての質問に対し、1 4保育所全体で、5 7 3

万3 , 1 2 0円の滞納との答弁。委員より生活困

窮者に対する対策を考えてほしいとの意見が

あった。

福祉タクシー利用助成事業の執行率につい

ての質問に対し、執行率は8 3 . 5％、利用者

数は、7 7 1名で7 0 . 7％との答弁。

食の自立支援事業について、利用者負担を

3 0 0円から5 0 0円に引き上げたことによる影

響はとの質問に対し、対象人数は、ほぼ同じ

であるが、

配食数は

減ってい

るとの答

弁であっ

た。

基本健康診査の委託先は、公営企業局かと

の質問に対し、1 8年度から個別検診になり

郡内の医療機関に委託しているとの答弁。

国保会計の約8 , 8 0 0万円の黒字の要因は、

の質問に対し、保険財政共同安定化事業の歳

入増が約4 , 4 6 0万円、一般会計からの繰入金

が3 , 5 0 0万円、高額共同事業の歳入増が

1 , 7 3 0万円で、これらが主な要因との答弁。

また国民年金の市町村の不祥事が問題となっ

ているが本町はどうかとの質問に対し、周防

大島町は問題なしとの答弁であった。

看護師は、企業局に何人必要か、との質問

に対し、大島病院は約3 0名が必要だが、定

員数に６名足りていないため現在6 0床で運

営しているとの答弁。

診療報酬改定による影響と、総務部収支に

ついての質問に対し、一人当たりの診療単価、

患者数ともに減少、減収となっている。また

総務部収入は6 , 9 8 2万円あまり減少してお

り、国債売却が減少したことが主なものとの

答弁。

給食の業務委託についての質問に対し、食

事は患者にとってたいへん重要なため、地元

の安全で新鮮な食材を提供したいが、経費的

な面もあり

今後色々な

意見を参考

に検討した

いとの答弁

であった。

公 営 企 業 局 関 係

医 療 保 険 課・税 務 課 関 係

健 康 増 進 課 関 係

福 祉 課 関 係

一 層 の 福 祉 の 充 実 を 目 指 し て ！

委員長

魚 原 満 晴

▲大 島 病 院

▲元気いっぱい大島っ子
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設環境常任委員会報告

議案の所管事項全

般に渡り、執行部か

ら説明を求め、質疑

を行い、十分な審査

の結果全員賛成で、

認定すべきものと決

定した。主な質疑、

応答は以下のとおり

である。

一般会計について柳井広域水道の償還金の

期限と、未収金の額はいくらかとの問いに、

平成4 2年までで、平成1 8年度は約9 8 9万円

との事。

公共下水道事業特別会計については、使用

料未収金の対応はどうするのかとの問に、未

収金解消に努めているとの事。

住宅家賃、公益費含め、収入未済額が8 0 0

万円以上になっていて、２年前にプロジェク

トを作って回収をかけるという事であった

が、一向に成果が上がらない。もっと強く努

力するよう指摘があった。

又、法的手段はいつとるのかとの問いに、

最終的には明け渡し請求の法的手段までのス

テップを踏んでいるという段階であるとの

事。

町内の斎場及び火葬場の統合は考えている

のかとの問いに、全体的な中で利用状況を見

ながら検討するとの事。

種苗放流育成事業の現況はどうなっている

のかとの問に、アワビは漁協が日見で中間育

成をして放流しており、マダイ、カサゴも放

流している。又ヒラメについては県事業で放

流しているとの事。

町内での各種イベントに対する補助金及び

実績はとの問いに、お大師堂めぐり歩け歩け

大会、久賀ふるさと夏まつり大会、橘花火大

会にそれぞれ8 0万円の助成を行っており、

久賀夏まつりに３千人、花火大会は１万５千

人の参加者でにぎわったとの事。

建設課関係では、久賀宗光の浸食防止県事

業に関する事。及、国道4 3 7号線の逗子～小

伊保田間の改良工事の進捗状況についての問

いなどが委員からありました。

建 設 課 関 係

商 工 観 光 課 関 係

水 産 課 関 係

生 活 衛 生 課 関 係

上 下 水 道 課 関 係

建
目指せ、豊 かで安心安全の 町づくり！

▲にぎわうお大師堂巡り

委員長

中 本 博 明
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防災の日（９月１日）には全国各地

で大がかりな訓練を実施していた。本

町はどのような訓練をしたのか。消防

団の本年度の事業計画を見ると、「防

災の日、東和地区」としか記載されて

いない。町としての町民の生命、身体、

財産を守る重大な責務があるのに、危

機管理意識の欠如ではないのか。確か

に町としても厳しい予算配分をしてい

る事は理解しているが、町民の一番大

事な生命を守る為の訓練の予算は

他の予算に優先してすべきでは

ないか。

（町長）本年度は、梅雨入

り前に大島商船の実習船で、土

砂災害などが起きそうな場所を、

海上から調査・点検を消防関係者等が

参加して実施した。又、町内の自主防

災組織においては、久賀地区や東和地

区で防災訓練を実施している。今後は、

橘地区や大島地区の自主防災組織にお

いても、それぞれ防災訓練を予定して

いる。又、消防団においては、東和支

部が９月１日にポンプ点検等を実施

し、橘支部においては応急操法訓練を

実施し、県操法大会に出場している。

大島・久賀支部では、送水中継訓練を

それぞれ

実施して、

消防技術

の向上に

努めてい

る。

答

問

田 村 三 郎議員

９
月
１
日
防
災
訓
練
、

全
町
実
施
を
！

若者定住促進として、旧大島町で制

度化した小学校３年生まで医療費無料

化制度がある。制度ができて1 0年、小

学校卒業までの対象者枠拡大を求め

る。

（町長）財政面から困難と考える。

1 8年度の単独支援は2 , 5 5 1

件、町の負担額は4 2 2万円。枠の拡大の

為の財源は十分ある。再度検討を求める。

若者定住の為住宅建設の推進を。

建設でなく住宅補修で対応。若

者定住促進の為「団地造成」を

考えて行く。

塩漬け土地の活用ととらえ

てよいか。

指摘の土地は、旧東和が二ケ

所で 4 , 0 0 0 m 2、旧 大 島 が一 ケ 所

3 , 0 0 0 m2。

町内業者育成の立場で町工事は、町

波津礼線同様分離、分割発注の推進を

求める。

今後とも地元業者の受注機会を図る

観点で、識別に分離発注を推進する。

①岩国基地再編計画によると

岩国基地への空母艦載機移転は、大島

にとって基地機能拡大強化であるとの

指摘に対し、町長は、「その認識はあ

る」との事。その他、地球環境を守る

立場から、地域支援班の拡充を求めた。

その他

答

問

答

問

答

問

要　請

答

問

広 田 清 晴議員

若
者
定
住
促
進
、　地
元
業
者
育
成
は

大
事
な
課
題
！

▲避難訓練にのぞむ地域住民
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浮島、前島両航路の統合の問題が島

民の耳に入るようになって、４～５年

経つが、その後の国からの要望、指導

及び町としての対応はどのようになっ

ているのか。浮島航路の定期船耐用年

数も過ぎて、そろそろ乗りかえの時期

に来ていると思うが、町としての考え

を問う。

（町長）補助航路維持のための改善、

合理化策としての前島、浮島両航路の

統合が国より提案され、その検討

をしているが、統合にあたって

は、大変複雑な運航形態の必要

があり、長距離運航による冬場

の欠航、船員の労働条件等、

様々な問題があり、航路補助に

かかる県

の補助制

度の見直

し等 、統

合に影響

する問題

が 生じ 、

統合については大変厳しい状況になっ

ている。このような見地から「統合の

ための検討」から「総合的な検討」を

行い、島民の足の確保のため、最善の

方法を模索していきたい。「ひらい丸」

の更新については、情島航路の「せと

丸」と併せて国に要望しているが、他

県の航路の要望も多く、実現に至って

いない。引き続き国に強く要望してい

く。

答

問

平 野 和 生議員

離
島
航
路
、
単
独
維
持
！

カキパイプ等漂着資財やゴミの清掃

活動は、多くのボランティアにより行

われている。

旧町では、広島カキ業者と会合を持

ち、流出防止、スチロール他、ゴミの

回収、買取を要望してきた。新町にな

り３年が過ぎようとしているが、一度

も会合が持たれていない。町は、広島

カキ業者との協議を積極的に行い、カ

キパイプ等資財ゴミを海に流させない

ための、最大限の努力をするべき

ではないか！！

（町長）合併後、協議の場

は、設けられていないが、カキ

パイプ等漂着漁業資財の回収、

買取りは継続している。現在、

広島県西部漁業振興協議会は、落下し

たカキパイプの回収装置の整備や、海

浜清掃等を実施し、資源の回収に努め

ているようだ。この問題は、漂着資財

の回収、送付が目的ではなく、カキパ

イプ等資財を流失させない事が重要と

考えており、今後関係団体と協力して、

会議の再開につとめ、カキパイプ等資

財の流失防止対策の推進、自然環境の

保全を図りたいと考えている。

答

問

小 田 貞 利議員

カ
キ
パ
イ
プ
等
の
ゴ
ミ
を
捨
て

さ　
せ　
な　
い　
た　
め　
の　
最　
大　
努　
力　
を　
！

▲打ち寄せられたカキパイプ

▲浮島航路・定期船
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何時、どこにやって来るかわからな

い災害に対しての情報伝達方法につい

て問う。

（町長）災害情報をいち早く町民の

皆さんに伝達する方法の一つとして、

防災行政無線の設置を、平成2 1年度中

に町内全域に整備をする。又停電時の

対応として、各消防団支部と各総合支

所等に、拡声器や、ハンドマイクを常

時備え付けている。又防災メールにつ

いては、地震時に、防災情報施設

が、崩壊した時には、配信不能

になる事から、困難が予想され

るが、停電時でも一度に情報を

届ける事ができるので、貴重な

手段と認識する。

旧町単位の民俗資料館の老朽化が進

んでいると思われるが、今後、統合計

画はあるのか。

（町長）施設の建て替えは、多大な

経費が伴い、又資料も満杯状態である

から、統合建て替えは困難。小中学校

の統合の進む中で、空教室を利用して

の展示が妥当と考える。

町の重要文化財に対する、国、県の

保護策は、どのように

なっているのか。

資料館で保存してい

るものとして、久賀の諸

職用具と東和の生産用

具があるが、文化庁の補

助事業で旧町時代に対

応してもらっている。

答

問

答

問

答

問

▲防災無線屋外
子局の拡声装置

安 本 貞 敏議員

災
害
は
待
っ
た
な
し
！

平成2 1年４月

から始まる中学

校統合について、

閉校となる４中

学校の記念誌の

作成予定はあるか。ちなみに柳井市で

は、日積中閉校時に、地域に全戸配布

している。

（教育長）記念誌の内容や分量が同

程度であるべきとの点、又作成か否か

の決定にはその予算額が大きな要

素となるので、閉校となる沖浦、蒲

野、日良居、油田中の校長に、作

成する場合の内容案、資料の有

無及び配布先を検討して報告す

るよう、８月初旬にお願いした。

教員の中には、現在数名の長期休暇

教員がいると聞く。その現状は。

（教育長）管理職２名は代替者がお

り、本町復帰は原則あり得ない。教諭

２名は職場復帰への取り組みを実施し

ている。

統合後新しい学校へ転入する生徒、

とりわけ受験生となる３年生は重要な

時期での環境変化。万全の教員体制を

お願いする。

次に、沖浦地区の発案の将来の再統

合を見据えた、校歌等の統一案への対

応は。

（教育長）同意意見は少なかったと

判断している。その他諸問題は、統合

準備委員会で具体策を検討するよう働

きかける。

答

問

答

問

答

問

木 村 　 潔議員

閉
校
記
念
誌
の
作
成
を
！

▲記念誌
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✲玄海エネルギーパークでは、原子力の重要

性と放射線、放射能による危険性の二面性

を持つ原子力発電所の安全対策と活用につ

いて、わかりやすく説明を受けた。

✲おおき循環センターでは、平

成1 7年度に全国で５ケ所の

バイオマスタウンの指定

を受け、実施された。実

施前と比べ、焼却ゴミが

4 0％減少し、町負担も軽

減されたとの事。家庭や事

業所の参加意識も広がっている

との事であった。

✲いずれの施設の取り組みも、今を生きる私

たちが自然環境との共生により持続可能な

環境社会を作り、美しい地球の未来を願っ

ての取り組みであり、大いに参考となった。

玄海エネルギーパーク、おおき循環センター

を視察。

福岡県大木町 ✲『おおき循環センター』

佐賀県玄海町 ✲『玄海エネルギーパーク』
の２施設を訪問

行 事 内 容 日　程 開催地 参加議員

近畿久賀町人会 1 0月26、227日 大阪市 伊 藤 秀 行

東京東和町人会 1 0月2 1、2 2日 東京都 田 中 隆太郎

近 畿 大 島 会 1 1月1 5、1 0日 大阪市 平村真成、尾元 武

東京大島郡人会 1 1月1 5、2 9日 東京都

荒川政義、伊藤秀行、土手正喜、神岡光人

指 導 者 研 修 会 1 0月1 1 5、5日 山口市

議長、副議長、各常任委員長、議会運営委員長

山口県町議会議員実務研修会 1 1月1 5、2 2日 山口市 議員全員( 2 4人)

議会広報研修会 1 1月1 5、2 2日 山口市 議会広報委員

内 容 の 概 要 提 出 者 備　考

上関原発「建設反対請願書」 上関町民の会 継続審査

上関原発「促進の陳情書」 促進商工団体協議会 継続審査

▲柳井広域研修会より

委員長　尾 元 　 武
副委員長 魚 谷 洋 一
委　員　平 野 和 生

委　員　伊 藤 秀 行
委　員　木 村 　 潔
委　員　小 田 貞 利

なお、各図書館へは議事録を備えています。

周防大島町ホームページ http：//www.town.suo-oshima.lg.jp

議会の情報をさらに充実

周防大島町のホームページを開く

と、議会のコーナーがあります。これ迄は議会の構

成、議員などの紹介と会議録のみでしたが、これか

らは、定例会、臨時議会の開催案内や、一般質問者の

紹介とその内容、また会議の結果などを掲載してま

いります。合併前の旧町からの申し送りの大型事業

もおおかた終え、これからは町民の皆さんの意見を

しっかり受けとめて、開かれた議会を目指してまい

ります。

◆ 同 意 案 件
本年1 1月2 6日任期満了となる、三谷俊雄教育委員

の再任を同意した。

◆ 工事請負変更契約
循環型社会形成推進事業最終処分場整備（建築、

土木造成）工事

1 , 2 9 9万9千円の増額変更契約を可決。

相手方、飛島建設・大島建設特定建設工事共同企

業体

▲玄海エネルギーパーク


